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25決算額 142,004  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

26決算額 19,674

25決算額 8,933  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜課題と 27 年度以

降の対応＞ 

 エネルギーマネ

ジメント事業では、

導入によるメリッ

トを示して参加を

促進するとともに、

電力自由化に対応

したグループによ

るエネルギーマネ

ジメントを目指し

ていきます。 

＜事業・取組のねらいと概要＞ 

 金沢区をモデル地区として、①低炭素化を図るエネルギー施策の展開 ②環境・エネルギー産業の育

成 ③環境啓発拠点の創出に取り組みました。 

26 年度は、効果的な節電・省エネの推進体制の構築を目指し、金沢区臨海部エネルギーマネジメン

ト事業を開始しました。また、中小企業の技術力展示イベントへの出展等を支援しました。 

【26年度の具体的な実績・成果、市内企業の声等】 

○金沢区臨海部エネルギーマネジメント事業 

・エネルギーマネジメントシステムの開発・管理を行う事業者を地元企業か

ら公募：９月に選定 

 ・参加企業へのシステム導入費補助：３件 
 

○企業の技術力展示交流イベント等への出展支援 

 ・企業技術展示会「Smart City Week」横浜市ブースでのセミナー実施支援：

４社 

 ・産業団地主催による企業交流イベント「PIAメッセ 2015」開催支援： 

出展 30社、来場者約 200名 
 

○市内企業の声等 

 エネルギーマネジメント事業の参加企業からは、休業時の待機電力の多さに

驚き、原因調査を実施する等、導入の成果の声が寄せられました。 

 

(温暖化対策統括本部プロジェクト推進課) 

(千円) 

67 
横浜グリーンバレー事業 

 ＜課題と 27年度以降の対応＞ 

○実証から実装に向けた公民連携の取組 

YSCPの取組を継続・発展させるため、

市内中小企業と協力し、更なる低炭素 

都市づくりを目指します。 

 

○YSCPフォーラムの開催 

YSCPフォーラムを開催し、スマート 

シティに関する情報を、市内中小企業や

市民等へ発信します。 

＜事業・取組のねらいと概要＞ 

横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）は、横浜市と民間企業の連携による実証プロジェクトと

して平成 22 年度から展開しています。実証実験が最終年度となった 26 年度は、実証のこれまでの成

果や今後の展開、エネルギー・温暖化対策に関する支援制度を市内中小企業に情報発信しました。 

【26年度の具体的な実績・成果、市内企業の声等】 

○YSCP フォーラム 

平成 26年８月１日（金）於：横浜情報文化センター 

参加者：92社・団体 160名（市内中小企業 30社 36名） 

内 容：YSCPのこれまでの成果と今後の展開、 

エネルギー・温暖化対策に関する国の支援 

制度の紹介等 

自社のビジネスに活用してみたい、実装にあたっての

中小企業の参画の可能性と重要性がわかった、支援制

度・助成事業がよく理解できた等の声が寄せられるなど、

実証事業の成果や今後の展開への理解を得ました。 

 

(温暖化対策統括本部プロジェクト推進課) 

(千円) 

66 
横浜スマートシティプロジェクト 

１ 中小企業振興施策の実施状況について 
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２ 物品及び委託契約における市内中小企業者の受注機会の増大について 
 
 
（１）平成 26年度の受注機会増大に向けた取組 

物品の調達及び委託業務の発注にあたっては、市内経済の活性化の観点から、従来から市内事

業者への優先発注を基本方針とし、市内中小企業者の受注確保に努めてまいりました。 
平成 26 年度の市内中小企業者への発注状況については、平成 25 年度と比べると物品、委託を

併せ、20 件、約 700 万円の減少となりました。 
 

（２）今後の受注機会増大に向けた取組の方向性 

市内中小企業者以外へ発注する場合は、当該事業者を選定する理由を精査するなど、引き続き

市内中小企業者優先発注に努めます。 
 

市内中小企業者への発注状況（温暖化対策統括本部契約分） 
 

区分 

契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く） 単独随意契約及び 
大規模契約の合計 市内中小企業契約実績  

件数 構成比率 
前年度か 

らの増 減  
金 額 構成比率 

前年度か 

らの増 減 
件数 金 額 件数 金 額 

平
成

26
年
度 

 件 ％  千円 ％  件 千円 件 千円 

工事 0  0.0  0.0 0  0.0  0.0 0  0  0  0  

物品 49 80.3  ▲19.7 2,614  83.8  ▲16.2 61 3,120 17  586  

委託 17 77.3  ▲8.0 7,188  38.3  5.0 22  18,779  14  40,511  

合計 66  79.5  ▲15.0 9,802  44.8  5.2 83  21,899  31  41,097  

平
成
25

年
度 

工事 0  0.0  0.0 0 0.0  0.0 0  0 0  0 

物品 57  100.0  0.0 4,034  100.0  0.0 57  4,034  3  156  

委託 29  85.3  14.3 12,862  33.3  ▲2.7 34  38,653  28  55,402  

合計 86  94.5  5.1 16,896 39.6  ▲3.7 91  42,687  31  55,558  

※ 「構成比率」はそれぞれの数値（件数又は金額）が契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）に占める割合。 
※ 各項目で四捨五入をしているため、合計値と一致しない場合があります。 
※ 「契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）」は、中小企業庁が行っている「官公需契約実績額等の調査」と同様に、中

小企業者の参入の余地がない単独随意契約及び大規模契約（政府調達協定（ＷＴＯ）対象契約）を除いたもの。 
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【参考資料】 

市内中小企業者への発注状況（財政局契約部契約分） 
 

区分 

契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く） 単独随意契約及び 
大規模契約の合計 市内中小企業契約実績  

件数 構成比率 
前年度か 

らの増 減  
金 額 構成比率 

前年度か 

らの増 減  
件数 金 額 件数 金 額 

平
成

26
年
度 

 件 ％  千円 ％  件 千円 件 千円 

工事 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0  0  0  0  

物品 3 100.0 0.0 753 100.0 0.0 3  753  1  214  

委託 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 1  667  0  0  

合計 3 75.0 ▲25.0 753 53.0 ▲47.0  4  1.420  1  214  

平
成
25

年
度 

工事 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0  0  0  0  

物品 4 100.0 0.0 773 100.0 0.0 4 773 0 0 

委託 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 

合計 4 100.0 0.0 773 100.0 0.0 4 773 0 0 

※ 「構成比率」はそれぞれの数値（件数又は金額）が契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）に占める割合。 
※ 各項目で四捨五入をしているため、合計値と一致しない場合があります。 
※ 「契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）」は、中小企業庁が行っている「官公需契約実績額等の調査」と同様に、中

小企業者の参入の余地がない単独随意契約及び大規模契約（政府調達協定（ＷＴＯ）対象契約）を除いたもの。 


